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図7 インテリア学習反対の理由（n＝20，複数回答）
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満足 おおむね満足 どちらでも やや不満 不満
図9 自室の部屋作りの満足度（n＝425）
図10 部屋作りに足りないもの（n＝246，複数回答）
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図12 部屋作りの知識やセンスを獲得する方法（n＝408，複数回答）
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